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1. はじめに
































































































毎に ｢真空｣が1つ定まり,破れた対称性変換は1つの ｢真空｣上の理論をそれとはユニタリー 非同値な
別の ｢真空｣上の理論-移す｡これは幾何学的には,homogeneousbundleの構造であり,より一般的
な非対称性変換の枠組 として,fibrebundle様の構造を我々にイメージさせる｡変換群の下での不変性
･共変性によって幾何学的性質を同定したKleinの ｢固い｣幾何学 (群 ･等質空間 )に対 して,それを
fibre-の群作用によって昼型塾に取込みつつ,fibresの非自明なっなが り方としてのglobalな性質を問
題にするflbrebundle的なCartan幾何学を対置するならば,時間発展の概念までも時間並進対称性に還
元して把えてきた従来の場の量子論はKlein幾何に比すべき ｢局所理論｣ といえよう｡それに対 して,
我々が今求めているのは,非可換性を伴う量子論の段階におけるCartan幾何学というべきものかもしれ
ない｡実際,町田 ･並木 ･荒木の観測理論 [2]における波束の収縮で重要な役割を演ずる連続的超選択
則も,マクロ対象のfuzzyな記述に由来するbundle構造にはかならない｡ここで興味深いのは, ミクロ
系のdynamicsは各fibre(-sector)の中でユニタリー 性を保って記述され,非因果的なstatechange





































































るとして,それを剖■と書 く｡ (皆目こは単位元 1が入っているものとしておく｡)その具体的イメージは,
























に注意したい｡a'がpurestateとは,E.91の選 良 つまり(1)の形でnon-trivialな分解が存在 しないこと











































































































































































































































































[2] 並木美善雄,マクロ系の量子力学と観測問題 [物理学最前線 10(共立出版 )所収]及びそこに引
用された文献を参照のこと｡
[3] 柳瀬睦男,現代物理学と新しい世界像(岩波書店 )0







京大 ･理 長谷川 洋
§1. 序
非平衡熱力学に関する昔からのテーマは ｢エントロピー生成 (entropyproduction)｣の問題である｡
これは文字通 り現象論としての熱力学に出現し,これまで統計力学的にその基礎を与えようとする努力が
なされながらも決して成功を収めたとは云えない非平衡系に関する基本問題の一つである｡ '60年代初頭
までの結果はdeGroot-Mazurの教科書1によくまとめられており,確率過程の方法がこの問題に有効な
ものであることが示唆されている｡一方,確率過程の数学的手段は70年代以降量子確率過程をも含め著
しい発展を遂げていることが認められ,これを駆使して問題に光を当てることは有意義なものがある｡
'60年代から'70年代にかけてエントロピー 生成概念を非平衡系の研究の道具立てに用いたのはⅠ.Pri-
gogineとそのスクールであった｡その将来-の展望は巨視的体系が くかたち'を形成する法則を集大成し
ようとするもので,彼がその書2において ｢散逸構造 (dissipativestructure)｣と呼んだ自然の秩序形
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